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１．はじめに 

 

本校は平成20年度に開校した新設校で、「活用する力を高

める算数科学習の指導法の研究」をテーマに、授業研究を中

心に実践を行ってきた。平成21年度には、佐賀県教育委員会

の「魅力ある学校づくり推進事業」の選定を受け、上記のテ

ーマのもと、坪田耕三先生（筑波大学教授）を講師に迎え、

公開授業・研究発表会を実施した。その成果として、児童自

身が学習過程において、学んだことを活用しようとする意識

の高まりや、既習事項などを生かし、自ら考え、根拠を明ら

かにしながら表現することができるようになってきた。しか

しその一方で、根拠をもとに筋道を立てて説明することが苦

手であるという課題も残った。 

この課題を解決する方策は、「活用」という新たな視点を

研究の中核に据えていくこと。単に「知識・技能の習得」を

させるのではなく、教材・単元との関連や系統性、表現力の

育成も意識させながら児童自身に「知識・技能」を獲得させ

ていくことこそが重要であると捉えている。 

 

２．研究の目的 
 

本校の研究主題は 

「活用する力を高める算数科学習指導方法の研究」 

～算数を使い、問題を解決できる子どもの育成を目指して～

である。 

本校では、児童自身がもっている知識や技能あるいは考え

方や表現方法から適したものを、その場面や状況に合わせて

うまく生かせる授業づくりに取り組むことで、「活用する

力」を高めることを目指してきた。本年度は、本校で設定し

ている「身に付けさせたい活用する力」を高めるだけでなく、

算数の学習を通し、どの場面で「活用する力」が児童一人一

人に身に付き、どう生かされたのかをより具体的に明確にし

ていくことを目指している。その一つの手立ての中に、 

「ICTの活用」を研究の柱の一つに取り入れ、以下の効果を

ねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の方法 
 

授業研究部を中心に、活用力を高めるために以下の３点に

重点を置いて研究に取り組んだ。 

①「身に付けさせたい活用する７つの力」の明確化とICTの

効果的な活用の在り方について 

②「算数学習の学び方」の共通理解 

  ア 学習の流れについての掲示物 

  イ 話し合い活動 

③ ICTを生かした授業実践 

 

実践研究助成 
 

小学校 

・  児童の意欲を高める。 

・  視覚的に問題場面をとらえさせることで、授業のめあてを

明確にする。 

・  伝えることを意識させることで、児童が友だちの考えのよ

さに気づく。 

・  教材を教師同士で共有し、授業を効果的に行う。 
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４．研究の実践 
 

① 「身に付けさせたい活用する力」の明確化 

本校では、活用する力を具体化するために、「身に付けさ

せたい活用する７つの力」を設定している。「活用する７つ

の力」は、算数学習における学習過程（本校では「算数学習

の学び方」としている。）と関連させて設定している。本年

度は、それぞれ７つの「活用する力」を教育過程にあてはめ、

より具体的に内容を見直し、共通理解を図るとともに、この

中にICTの活用を関連させた。太字の部分は、ICTの活用が可

能であり、効果的であると考えた。 

学習

過程 

活用

する

力 

「身に付けさせたい活用する力」 

課題

設定 

つか

む力 

○日常生活の課題を数学的に解釈する力 

・数学的な意味として捉えることができる力 

・問題文や情景図から計算などができそうだと認識

することができる力 

・問題場面をイメージして、それを言えたり書けた

り表せたりできる力 

・これまでの学習で似たもの･違うものがあったこと

に気づく力 

課題

設定 

選ぶ

力 

○与えられた情報を分類・整理したり、必要なもの

を適切に選択したりする力 

・「何を求めるか」を捉えることができる力 

・演算決定（求める方法を考えること）ができる力 

・求めるためには何が必要なのか、求め方･求める材

料を選び、理由･根拠を示すことができる力 

・問題を解くのに必要な数値や大切な文に気付く力 

・いらない情報を排除できる力 

つな

げる

力 

○既習事項や他の学習や他の考えと関連づけて考え

る力 

・既習事項と関連付けて考える力（何を使って、ど

のような考え方を使って） 

・既習の図やグラフ、表などを用いて、問題場面を

整理して考えることができる力 自力

解決 

組み

立て

る力 

○筋道を立てて、考え方数式や図や言葉などを使っ

て考える力 

・選び出した数や言葉を、適切な筋道で組み合わせ

ることができる力 

・順序立てて自分の考えを示すことができる力（ま

ず、次に、…など） 

練り

合い 

説明

する

力 

○考え方の根拠を明確にして説明する力 

・自分の考えを図･式･言葉でかき表し、説明する力

・自分の考えの根拠を示すことができる力（なぜこ

の考え方を使って求めたのか） 

・自分の考えを見直し、問題点や新たな視点に気づ

くことができる力 

広げ

る力 

○他の場面に応用する力 

・生活場面に生かす力 

・数値や文章を入れかえた練習問題を解く力 

・学習したことを使って応用的な問題を解決する力

（単元･本時の学習の軸は変わらない内容の問題） 

・学習内容の中での応用力 
発展

的な 

課題 

深め

る力 

○もしも～だったらと新たな問題に発展させる力 

・学習内容を飛び越えて、次の学年の内容まで踏み

込んだ内容を考えることができる力 

・一般化を図ることができる力（「なぜそう(一般化)

なるかを考える」） 

・学習内容を生かして問題を作る 

この「活用する７つの力」のうち、どの力を重点的に取り

扱うかということを、単元の中の学習内容と結び付けて具体

的に示した。目指す児童の姿が明らかとなり、指導と評価に

つなげることができるとも考えた。 

「身に付けさせたい活用する力」を各学年･各単元で設定

する流れは、まず、各学年の単元においての「身に付けさせ

たい活用する力」を教材の系統性、児童の実態、指導計画の

評価規準をもとに設定し、その後、「１時間ごとの身に付け

させたい活用する力」を設定することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身に付けさせたい活用する力」の設定過程 

 

②ICTを生かした授業実践 

本校では、「身に付けさせたい７つの活用する力」の中で

も、「つかむ力」「選ぶ力」「組み立てる力」「広げる力」にお

いて主にICTを活用してきた。 

活用する

力 

学 習 場 面 

つかむ力 《問題提示場面での活用》 

・電子黒板やＰＣを活

用したデジタルコン

テンツを用いて視覚

的に問題場面をとら

えさせることで課題

意識を高めることに

つなげることができ

た。 

単元名 「ふえたり へったり」（２年） 

平成22年９月６日 実践 

選ぶ力 ・数値が混在する絵の中で、問題作りをするにあたって

必要な数値に注目させるため、電子黒板を使って全体

で数値を確認し、繰り下がりのある引き算が用いられ

るのはどんな場合か考えさせた。絵を見ただけでは捉

えられない様々な数

値も、電子黒板で色

を変えたり囲んだり

しながら全体で確認

することで焦点化さ

れ、児童はスムーズ

に必要な数値を選び

問題を作ることがで

きた。 

単元名 「ひきざん」（１年） 

平成22年10月22日実践 

問題の数値を全体で確認

する場面 

「身に付けさせたい７つの活用する力」の設定方法 

教材の系統性、児童の実態、指導計画の評価基準等 

○ 単元における身に付けさせたい活用する力  ○ 目指す児童の姿 

○ 1時間ごとの身に付けさせたい活用する力   ○ 目指す児童の姿 

○ ＩＣＴを活用した授業                  ○ 目指す児童の姿 

各時間の評価基準より詳細で高い目標 

本時の目標とは一致しないものの、将来の算数の学習において必要と考えたもの 

・必ずしも到達させる

べきものではない。 

・その状態に近づける

ことが重要である。 
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組み立て

る力 

・ICTを使い、全体で問題文の中の大切な数値やたし算

言葉(「合わせる」や「みんなで」)といった、たし算

だと判断できる言葉)などをおさえた上で自力解決に

臨んだことにより、「何と何をたすのか」が児童の中

にはっきりと見えた

ことから、自力解決

では、多くの児童が

「 ま と め て た す 方

法」で図や言葉を使

って表すことができ

た。 

単元名「ふえたりへったり」（２年） 

平成22年９月６日実践 

説明する

力 

・自力解決の場面でか

いた児童のノートを

もとに練り合いを行

った。その際、「式と

図とを関連付けて説

明する」といった視

点を与えたことで、

相手の説明を聞きな

がら、考えや表現のよさに気づき、自分の考えに取り

入れようとする姿が見られた。児童のノートを実物投

影機でマグネットスクリーンに写して全体に提示し、

全体の練り合いを進めた。発表者が図や式をもとに自

分の考えを全体で述べるだけでなく、友達が考えた式

をもとにどのように求めたのかを考えるようにした。

単元名 「式と計算の順序」（４年） 

平成22年11月５日実践 

 

・児童の解法や考えを実物投影機でホワイトボードに写

し、クラス全体に示すことで、児童の考えをより分か

りやすくとらえさせ

ることができた。ま

た、児童の考えに付

け加えたり修正した

りしながら、よりよ

い考えへと広げるこ

ともでき、深まった

考え方をもつことに

つながった。 

単元名 「比例」（６年） 

平成22年10月８日実践 

広げる力 ・まとめの後、逆思考

の 発 展 問 題 を 行 っ

た。電子黒板にすぐ

に絵や数字を示すこ

とができ、児童は待

つ時間がなく意欲を

高めたまま問題を解

くことができた。ま

た、問題を確認する手間も省け残り時間を有効に活用

することができた。発展問題に取り組ませたことで、

授業で学習したことを確認することができたととも

に、学習した内容を活用することができるので、内容

を深く理解させることができた。 

単元名 「倍数と約数」（５年） 

平成22年５月24日実践 

５．研究の成果と今後の課題 
 

成果  ○導入段階でコンピューターソフトを活用して問題

を提示し、問題の要素を動かすことで視覚的に児

童が理解しやすくなった｡ 

     ○教材提示装置を用いて児童がかいたノートを実際

に投影することで説明にかける時間を短縮すると

ともに、児童の考えを本人の思いをより具体的に

伝えることができた。 

課題  ○教師が不慣れなため、教材を作成するのに時間が

かかる。 

    ○電子黒板の設置に時間がかかる。 

 

６．おわりに 
 

今年度、ICT活用に取り組んで、ICTのもつ可能性の大き 

さを感じることができた。動画と音声で分かりやすく提示で

きる導入、練り合いの場面では教材提示装置で書いたノート

をそのまま提示できる便利さなどである。これからさらに研

究を進め、さらなる「活用力」を身に付けさせる取組を推進

していきたい。 

 

まとめの提示画像 

逆思考の発展問題を電子黒板に提示

発表の様子 


